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次に TSOMの基盤となる自己組織化写像(Self-Organizing Map: SOM)について述べ，さら
に SOMを線形基底関数モデルで表現する拡張について説明する．またベイズ推論の立場か
ら SOMを理論的に再構築した生成位相写像(Generative Topographic Mapping: GTM)に
ついても説明を行う． 
第三章では本論文の主題である TSOM について提案する．まず TSOM が解くべき問題
設定について説明したのち，TSOMのアルゴリズムについて述べる．また TSOMアルゴリ
ズムの理論的導出も行う．さらに派生形として基底関数型 TSOMおよびテンソル生成位相






























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文に関し，調査委員からデータ規模と計算量の関係，計算限界，特別なデータ構造を
持つ場合への適用などについて質問がなされたが、いずれも著者から満足な回答が得られ
た。 
 また公聴会においても多数の出席者があり，時系列データへの適用や学習の安定性・再
現性などの質問がなされたが，いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
